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◇ 「少し成長した夏のキャンプ」 

           江南第 1団 カブ隊 

               武田 千奈 

 私が夏のキャンプに行って楽しかったこと

を２つしょうかいしようと思う。 

 前の、夏のキャンプに行ったときキャンプ

ファイヤーのときにトーチをやるのははじめ

てだったからすごくきんちょうしてこわかっ

た。でも、今年の夏のキャンプファイヤーの

ときは前トーチをやったことがあるから前よ

りきんちょうしなかった。 

 私は、くまだからカブではもう夏のキャン

プに行けない。だけどボーイにあがったら、

また、トーチをやりたいと思った。 

 次は、登山だ。すごくせまい道があったり、

坂がきゅうな道があったから、とてもこわか

った。でもちょうじょうについたときは、つ

いてよかったと思った。山をくだるときは登

ったときよりはかんたんだったけどみんない

ろんな所ですべってしまっていた。山はすべ

るし、ヒルがいろいろな所にいていままでに

ない体験をしました。 

  

 
 

◇ 「２泊３日の夏キャンプ」 

           江南第 1団 カブ隊 

               大竹 智之 

 

 ぼくは、７月２８、２９、３０とぎふ県の、

大月の森公園に行きました。 

 初日はタイヤチューブでいかだをつくって

川で遊びました。その際に水きりをして、５

回もとんでうれしかったです。そのあとスイ

カわりをしました。けどたいちょうがスイカ

ではなくビーチボールを用意していてそれで

思いっきりやってなんとビーチボールをわら

なくてだいのテーブルをうってあながあいて

しまいました。そのときわれたかなーて思っ

ていたけど見たらあながあいていてビックリ

しました。 

２日目は朝からヒルに血をすわれていて、デ

コピンでふっとばしてしまいました。そした

ら血があとからダラダラでてきましたそして

おおぼら山という山にのぼって帰ってきてア

マゴという魚をつかみどりしました。そして

食べました。自分でとった魚はおいしかった

です。そして７時３０分に営火（キャンプフ

ァイヤー）をしました。それでぼくは火をつ

ける係になりました。ぼくがいうことは「か

んしゃの火。」「たすけあいの火。」と２つ言い

ました。そしてキャンプファイヤーが始まっ

てすぐ、だしものをしました。いっしょうけ

んめい練習してきたことだからうまくやれま

した。 
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◇ 「夏のキャンプ」 

           江南第 1団 カブ隊 

              西村 ゆうき 

 ぼくは、２泊３日のキャンプやってすごく

いんしょうにのこりました。１日目では、い

かだをつくり、川であそびました。はじめて

なのでこうふんしました。川の水は、きれい

でつめたいです。愛知県とはちがう虫もいま

した。 

 夜のごはんを、ぼくはがんばってつくりま

した。 

 ２日目は、朝からみんなさされていてとも

くんもさされていました。こん虫さがしでは、

ぜんぜん、クワガタやカブト虫をみつけるこ

とができませんでした。そのあとでは、山も

のぼりました。ジンくんはいっぱいヒルにさ

されていました。山をのぼりちょうじょうは、

きりにつつまれていて、一面山しかみあたり

ませんでした。 

 そのつぎは、アマゴのつかみどりでぼくは

６ぴきつかまえることができました。 

 そのつぎには、さわのぼりをしました。ぼ

くたちはらくしょうだったけれど女の子たち

は、ぜんぜんのぼれていないのでみんなのと

ころからやりました。そのあとは、いかだあ

そびをしました。はるきくんは、すごくたの

しそうにやっていました。 

 ３日目では、とくになにもやっていません

でした。２泊３日のキャンプは、たのしかっ

たです。 

 

 
 

 

◇ 「夏のキャンプ」 

           江南第 1団 カブ隊 

              松村 はるき 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ぼくは、２泊３日で、一番楽しかった事は、

川のぼりです。 

最初は、岩も何も無いところからスタートし

て、いろんな滝をのぼり、アスレチックみた

いでした。 

ぼくのキャンプは、２８日の金曜日でした。 

トイレで転んだり、ボールで遊んだりいろん

な思い出を作る事ができたのでまんぞくです。 

一番しんどかったことは山をのぼることでし

た。 

とちゅうで、ヒルに止まってなかなか進めな

いこともあったけど、山から帰るときはヒル

もいなくて安全に帰ることができました。 

３日という少ない時間だったけど、ごはんも

おいしかったし思い出を作れました。 

キャンプファイヤーではドラエモンのげきで

は、のび太君のセリフでスネ夫のことをしず

かちゃんといってしまうというハプニングが

おきてミスをしてしまったけど、そこから、

たいせいをとりなおして、あやとりの場面も

のりこえられることができました。 

しょうにゅうどうも、めいろがむずかしかっ

たです。 

 

◇ 「いろいろな思い出」 

           江南第 1団 カブ隊 

               横山 春陽 
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 わたしが夏のキャンプで一番楽しかったの

は、さわのぼりです。友達といっしょに、急

ながけをのぼったりしました。どこが楽しか

ったかというと、がけを登る時に、まん中か

ら登ると、すべるけれど、角から、べつの岩

に登って、上に行くことです。次に楽しかっ

たことは、魚のつかみどりです。３０ぴきち

ゅう２ひきしかとれなかったけど、塩をつけ

てたべたので、おいしかったです。２日目に、

大洞山に登った時、大洞山には、ヒルがいた

ので、こわかったです。最後までヒルにささ

れなかったのがよかったです。わたしは、１

日目のばんごはんに、たまねぎ、とうふなど

を切って、がんばりました。とうふがきぬだ

ったので、切りにくかったです。２日目のば

んは、ごはん、３日目の朝もごはんを作りま

した。自分たちで作ったごはんはとてもおい

しかったです。今まで行ったキャンプで、一

番わすれものが多かったです。いろんなこと

がありましたが、あっというまで、楽しい夏

のキャンプでした。 

 

 
 

 

◇ 「楽しかった夏のキャンプ」 

           江南第 1団 カブ隊 

               稲葉 琴葉 

 

 わたしは、キャンプで、おふろにはいりお

わった後トラックの後ろにのってほたるを見

にいきました。一ぴきだけ光が強いひめぼた

るがいました。ほたるを見にいくとちゅうの

森で、木と木のあいだに顔が見えそうで怖か

ったです。 

 わたしは、家ではお手つだいだけだけど、

キャンプではにんじんを切ったり、たまねぎ

を切ったりしました。たまねぎを切った時は、

目にしみてなみだが出そうでした。キャンプ

で一番おいしかったりょうりは、マシュマロ

をやいてクッキーではさんだのです。マシュ

マロをやくと中がとろとろになって、ふくら

んでおいしかったです。もう一つおいしかっ

たのは、魚をつかみどりをして、くしをさし

てやいた魚です。ほねがあったけどおいしか

ったです。 

 ２日目の朝には、山登りに行きました。わ

たしは、じ面がごつごつしたところはおんぶ

してもらって、大きい岩のところは、下から

あげてもらってたすかりました。山登りから

帰ったころは、ぎゅうにゅうを使ったかん天

を作りました。みかんは半分にわってぎゅう

にゅうの中に入れました。ちょっとあまかっ

たけどおいしかったです。そのあと雨がふっ

たので、ドラエモンのげきのれんしゅうをし

ました。わたしは、しずかちゃんのやくでし

た。キャンプファイヤーでうまくげきができ

たのでよかったです。 

 
 

 ３日目は、しょうにゅうどうに行きました。

しょうにゅうどうには、おにのつめと言うだ

い名やりゅうの形をした岩がありました。 

しょうにゅうどうの中は、広くてさむくて、

おもしろかったです。 

 はじめてみんなでとまって、ねるまえにし
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りとりをしてたのしかったです。また、みん

なでとまりたいです。 

 

 

◇ 「キャンプの思い出」 

  春日井第５団   

ビーバー隊 橋本真奈 

 

 ビーバーたいのだしもので、チェッコリッ

サをおどってたのしくて、もう１かいおどり

たいと思いました。 

キャンプファイヤーで、アブラハムとたん

じょうびの人があつまるのがたのしかったで

す。 

あとドラムカンのおふろで二人でちょっと入

って、しょうこちゃんが「おふろをでよ。」っ

といったけどきもちよくてもっと入ってまし

た。そしてごはんがそとでたべれるとおもっ

たらなかになってしまってざんねんでした。

あとは、ごへいもちやながしそうめんがたの

しかったです。 

 

 
 

 

◇ 「夏のキャンプ」 

           江南第３団 カブ隊 

              日比野 哉士 

 

カブスカウトで、夏の舎営へ行きました。

今年は御殿山で行いました。一番楽しかった

ことは、近くの川でワナをしかけて魚やカニ

をつかまえたことです。川の水は少し冷たか

ったけれど、魚たちは元気なのですごいと思

いました。ぼくは、魚は１ぴきもつかまえら

れなかったけれど、カニを最後に１ぴきつか

まえられました。カニがかわいかったです。 

 

 
 

 

◇ 「この坂を登れば、キャンプ場だ」 

       春日井第４団 BS 隊 

               市川 翔也 

 

僕は自転車をこぎながらそう思った。これ

はぼくが体験したＧＷのサイクリングの話で

ある。 

今年のＧＷは、岐阜県大垣市に行った。片

道６２km。これまで後ろから眺め、ついてい

ったが今年は違う。班長として一番前を走っ

た。班長は責任重大だ。僕はうまく走れるか

不安だった。班長として何をすべきか、それ

ばかり考えていた。後ろを確認して程よい速

さに変える、行程の確認、安全への注意など、

考えるべきことはたくさんあった。何度か道

を間違えたこともあった。 
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しかし、その一方で、自転車で走ることを

楽しんだ。ガタガタとなる鉄橋、新幹線が横

を過ぎ去っていく景色や顔にあたる風を楽し

みながら走ることができた。 

 そして、ぼくたちの班は、坂を上りきり、

目的地の山の上のキャンプ場へと無事に着く

ことができた。明日の観光が楽しみだ。そう

思いながらその日は早めに寝た。 

 

 

◇ 「私の課題」 

春日井第４団 BS 隊 

小境 くるみ 

 

私がボーイスカウトをやってきた中で一番

思い出に残っていた活動はサイクリングです。      

サイクリングは私が班長になってからの初

めての壁でした。なぜかと言うとみんなを誘

導させるという初めての大きな課題だったか

らです。 

 初め私は少しだけ怖かったです。でもだん

だん慣れてきて勇気がつきました。ですが私

はサイクリングの途中でどの速さで進んだら

いいのか分からなくなってしまい、遅くなっ

てしまいました。 

そんなときは私の仲間が「もっとペースを

上げてもいいよ」と言ってくれました。私は

いい仲間をもったんだなと思い、この経験を

踏まえて私は班長として模範となる人になり

たいとそう思いました。そのためには自分自

身が変わらなくてはいけないと思ったので、

これからはこの事を心に刻んでスカウト活動

をやっていこうと思います。 

 

 

◇ 「サイクリング」 

春日井第４団 BS 隊 

小境 健史 

 

平成２９年５月３日から３日間僕たちボー

イスカウト春日井第４団ボーイスカウト隊は、

目的地の大垣市へ向かってこぎ出しました。   

何度か、道に迷ったことがあった。長い上

り坂で、つらいと思う時もあった。それでも、

班で力を合わせて、無事目的地に着きました。  

それからは、いつものキャンプと同じよう

に設営をしてご飯を作ってみんなで食べ

て・・・そんな何気ない時間も、僕は大好き

です。 

２日目では、とある近くのお城を見に行き

ました。もちろん自転車で。しかし、そのこ

とよりも、印象に残ったのは、水がたまって

るトンネルの中を通ったことです。あれは本

当におどろきました。 

３日目は下り坂か、平たんな道がほとんど

だったので行きよりは楽でした。 

ボーイスカウトの仲間と駆け抜けた３日間

は、今でも忘れられない思い出です。 

 

 
 

 

◇ 「火おこし体験をして・・・」 

  日進第 2団   

ビーバー隊 水野陽太 

 

8月11日～14日に長野県の阿南少年自然の家

というところへ 3 泊 4 日の長期舎営に行きま

した。登山、魚つかみや野外すいはんなどい
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ろいろなことをやりました。その中で一番心

に残ったことは「火おこし体験」です。 

まず、火おこしの道具で木をけずりそのまさ

つで火種を作ります。その火種をティッシュ

ペーパーにくるみ、新聞紙に入れて丸め針金

のついた丸い道具に入れて回します。2 分くら

いも回し続けて「ﾎﾞｰﾎﾞｰ」と音がなり、少し

してからようやく火がつきました。 

この体験で昔の人がどのようにして火を作

ったかがわかり、今は簡単につく火がこんな

にも大変だったのだとおどろきました。 

 

 
 

 

 

【編集者より】 

次号は、２月末原稿締め切り、３月発行予定

です。 

秋から冬にかけ各団いろんなプログラムがあ

ります、記事をお待ちしています。 

尚、投稿は常時受け付けています。 


